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報告（原著）

3，4か月児をもつ母親のインターネット利用実態と
愛着・母性意識との関連

原納 彰子 1），遠藤 晋作 2），堀田 法子 3）

〔論文要旨〕
本研究は，3，4か月児をもつ母親のインターネット利用の実態と愛着・母性意識の関連を明らかにすることを

目的とした。対象は A市 3，4か月児健康診査に来所した母親とした。自記式質問紙調査法とし，属性，インター
ネット利用状況，インターネット依存度，愛着，母性意識を尋ねた。インターネット依存度テスト（IAT）の合計
得点と属性・インターネット利用状況にはロジスティック回帰分析を行い，IATと愛着・母性意識の関連には
Mann-Whitneyの U検定を行った。質問紙は 247人に配布し，回収は 122人（49.4%），有効回答率 97.5%であっ
た。IAT合計得点を依存度で分類すると，平均的な利用者が 107人（89.9%），問題が生じている利用者は 12人
（10.1%）であり，インターネット利用に問題が生じている利用者は少なかったが，インターネット依存と関連する
要因として「出産経験」「無料通話アプリ」「目的のない暇つぶし」「平均利用時間/日」が示された。また，インター
ネット依存は母性意識尺度の否定的側面において関連が見られた。インターネット依存は，インターネットが子育
て生活と密着している現代の環境や，ストレスや暇つぶしに適するというインターネットの特徴が背景にあり，イ
ンターネット依存により，母性意識の否定的感情を高めることがないよう，サポートが必要であると考えられる。
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Ⅰ．目 的

近年，インターネット利用者数は年々増加傾向にあ
り，中でも 13歳から 59歳までは 9割を超えており１），
スマートフォンの普及によって，自分の使いたい時に
どこでもインターネットが使える環境となっている。
よって，子育て世代と呼ばれる母親の多くもインター
ネットを利用していると考えられる。
育児に関連したインターネットの利用には，さまざ
まな功罪がある。ソーシャルメディアを通した母親同
士の交流では，同じ境遇の家族と経験や感情を共有し，
疾患や治療に関する情報を得ることに重要な役割を果
たしている２）。さらに，育児中の母親のストレス解消

法として「ネット」，「メール」，「ブログ」を選択した
母親の割合は高く３），インターネットの利用がストレ
ス解消につながると考えている母親も多くいるほか，
母親自身が現在の状況を書き綴ることで自己理解につ
ながる４）とされる。よって，子育て中のインターネッ
ト利用が多くの利点を生み出していることがわかる。
その一方で，インターネットは納得できる答えにたど
り着けるまでに時間がかかり５），コンテンツの充実に
より飽きが来ないなどの理由から長時間の使用になる
ことから利用者にとって依存性が高いものであると言
える。これらに加え，インターネットへの不適応や身
体的な脆弱性に外的環境からのストレスが加わること
で，インターネットへ依存しやすくなるのではないか６）
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との指摘もある。そのため，子育て中の母親は産後の
身体的な負担を抱えていることに加え，育児不安やス
トレス，束縛感，孤立感を感じやすく７），インターネッ
トに依存しやすいのではないかと推測され，インター
ネットとの距離感が課題となる。
子育て期の中でも，特に生後 3，4か月児は，脳や
感覚器官が成熟するにつれて外界の情報に対して自ら
の意思で反応することができるようになる時期であり，
主な養育者に対して，反応を示す行動が増える。児に
とって最重要な他者は母親であることが多く，母親は，
子どものサインを受け，適切な反応を返すことが子ど
もを快くさせうることを知り，より一層のよい育児行
動をとろうとする８）。母親による子どもへの愛着はこ
のような相互作用の中で触れ合いを通して形成される
関係性であり，それにより子どもも母親に対する信頼
感が育っていく。また，このような相互作用や育児経
験を通して母親としての自覚である母性意識は発達・
変容していく９，１０）。しかし，インターネット利用中は
子どもに目が向かないと考える母親が多い１１）ことやイ
ンターネットへの依存はネガティブで非活動的な心理
状態を起こす１２）こともあると考えられる。そのため，
この時期に重要な子どもの表情や反応をみながら話し
かける機会を減らすことは，愛着という関係性や母親
としての自覚といった母性意識の獲得に影響を及ぼす
可能性がある。そこで，本研究では，3，4か月児を
もつ母親のインターネット利用と母性的な愛着・母性
意識の関連について明らかにし，母子関係構築過程に
おける適切なインターネット利用についての支援の一
助とすることを目的とした。

Ⅱ．対象と方法

1．用語の操作的定義

愛着：Muller１３）が述べている定義を参考に「母親と
乳児との間に発達し長期に持続するユニークな愛情関
係」とした。
母性意識：花沢９）が述べている定義を参考に「母親

になった女性の，自分は母である，あるいは母になっ
たという『母親としての自覚』」であるとした。
愛着は関係性であり，母性意識は母親としての自覚
であるとするため，両者は異なるものであるとする。

2．研究対象者

人口構成・ネット環境ともに全国平均と大きな相違

がない中部地域にある人口 230万人の A政令指定都
市を調査地域とした。なお，A政令指定都市の中で
年間の出生数は約 20万人であり，市全体では約 17万
人が 3，4か月児健康診査（以下，健診とする）を受
診している。調査協力の得られた保健センター 2施設
での合計受診人数の公式発表はないが，市全体の受診
率から考えると例年約 2,000人が受診していると予想
される。本研究では上記保健センター 2施設に健診目
的で来所する母親を研究対象者とした。

3．調査期間

令和元年 5月～令和元年 7月。

4．調査方法

調査方法は自記式質問紙調査法である。研究目的に
沿い G*Powerにてサンプルサイズを算出した結果，効
果量を Cohenの dより 0.5とした場合，サンプルサ
イズは 106人であったためアンケート配布の目安とし
た。協力保健センターの健診待ち時間に研究者が質問
紙を 247人に配布した。回収方法は，保健センター内
に設置した回収ボックスへの投函，または，郵送法と
した。回答の重複がないよう，配布時に研究対象者に
確認した。

5．調査内容

属性として，母親の年齢・出産経験・分娩様式・就
業形態・最終学歴・家族形態，乳児の出生週数・出生
体重・現在の体重を尋ねた。インターネット利用状況
として，利用機器，利用目的，情報検索する際の内容・
用途，利用中の状況，インターネット利用時間として
過去 3日間の平均利用時間/日を尋ねた。加えて，イ
ンターネット依存度，愛着，母性意識について回答を
求めた。

6．測定用具

ⅰ．インターネット依存度テスト（the Internet Addiction
Test：IAT）１４）

インターネット依存度テスト（以下，IATとする）
はアメリカの Kimberly Youngによって開発されたイ
ンターネットやテクノロジー依存の測定ツールであり，
20項目の質問から成る。IATの合計得点を尺度開発
者が規定する依存度で分類すると，20から 39点まで
は平均的なインターネット利用者，40から 69点はイ
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ンターネットによる問題有り，70から 100点はイン
ターネットが生活に重大な問題をもたらすとし，治療
の必要があるとされる。なお，項目 6の「インターネッ
トをしている時間が長くて，学校の成績や学業に支障
をきたすことがありますか」に関して，本研究の研究
対象者が母親であり，「学校の成績や学業」があては
まらないため「日常生活」へ変更した。本テスト使用
に関しては日本語版を作成した国立病院機構久里浜医
療センターに許可を得た。
ⅱ．母親の愛着尺度日本版１５）

母 親 の 愛 着 尺 度 原 版（Maternal Attachment
Inventory：MAI）１３）はMullerの開発した，情意領域
から愛着を測定する尺度である。日本版に関しては，
中島１５）によって翻訳され妥当性が証明されている。定
義は，MAIにもとづき，回答は 4件法で，合計点を
算出する。得点が高いほど母親の乳児に対する愛着が
高いことを示す。本尺度使用に関しては日本語版を作
成者の許可を得た。
ⅲ．母性意識尺度１６）

大日向１６）によって開発された，母親役割の受容につ
いての尺度である。母親役割の受容について，積極的
で肯定的な感情（MP尺度）と消極的で否定的な感情
（MN尺度）の 2側面から測定する。回答は 4件法で，
単純加算したそれぞれの合計点を項目数の 6で除した
数を得点化した。本尺度使用に関しては作成者の許可
を得た。

7．倫理的配慮

名古屋市立大学大学院看護学研究科研究倫理委員会
の承認（承認番号：18023-2）および各協力施設の許
可を得た。研究協力者に，研究目的，方法，結果の公
表について文書および口頭で説明した。説明文書には
回答をもって同意とみなす旨を明記し，調査への自由
な参加，不利益からの保護，個人は特定されないこと
などプライバシーの保護を保障することを明記した。

8．分析方法

IATの合計点を集計し，正規分布をしていないこ
とを確認した。本研究では研究対象者の IAT合計得
点を，高得点の群と低得点の群で比較して依存度の傾
向をみることとし，中央値を基準に群分けを行った。
IATの合計得点の中央値より上をインターネット依
存度高得点群，中央値より下を低得点群とし，属性・

インターネット利用状況については χ2検定，または，
Mann-Whitneyの U検定を行った。その後，有意で
あった項目を独立変数とし，インターネット依存度（高
得点群，低得点群）を従属変数とし，項目間の多重共
線性を確認後，ステップワイズ法による二項ロジス
ティック回帰分析を行った。IAT得点と愛着尺度・
母性意識尺度の関連に関してはMann-Whitneyの U

検定を行った。統計解析には IBM SPSS Statistics
Version27を使用し，有意水準は 5％未満とした。

Ⅲ．結 果

1．属性とインターネット利用状況（表 1）

質問紙を配布した 247人のうち 122人の回答を得た
（回収率 49.4％）。そのうち，有効回答は 119人（有効
回答率 97.5％）であった。母親の平均（±標準偏差）
年齢は 31.7（±4.5）歳，初産婦が 75人（63.0%），就
業形態は有職者が 71人（62.2％）であり，最終学歴
は大卒以上が 103人（86.6％），家族形態は核家族が 113
人（95.0％）であった。児の出生週数は 38.5（±2.1）
週，出生体重は 2,997.5（±473.1）g，現在の体重は 6,649.2
（±853.5）gであった。
インターネット利用時に使用する機器として最も多

かったのはスマートフォンで 117人（98.3％）であっ
た。利用目的は天気予報が 98人（82.4％）と最も多
く，電子メールが 91人（76.5％），SNSが 86人（72.3％）
と続いた。情報検索内容は，子育て情報が 113人
（95.0％）と最も多かった。利用時の状況は，児の睡
眠中が 97人（81.5％）と最も多く，次いで母の就寝
前 79人（66.4％）であり，授乳中は 50人（42.0％）で
あった。過去 3日間の 1日あたりの平均利用時間は
149.9（±111.7）分であった。

2．インターネット依存度

IAT合計平均得点および標準偏差は 29.9（±6.7）点
であり，Cronbachの α係数は 0.82と高い内的一貫性
を認めた。IATの合計得点を尺度開発者より規定さ
れた依存度で分類すると，平均的なインターネット利
用者は 107人（89.9%），インターネットによる問題が
生じている利用者は 12人（10.1%），治療の必要があ
る利用者は 0人（0%）であった。インターネット依
存度の高得点群は 51人（42.8%），低得点群は 68人
（57.1%）であった。
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表 1　属性・インターネット利用状況
n＝119

項目 n （%） 平均 ± 標準偏差
年齢（歳） 119 31.7 ± 4.5
出産経験 初産婦 75 （63.0）

経産婦 44 （37.0）
分娩様式 経腟分娩 93 （78.2）

帝王切開 26 （21.8）
就業形態 専業主婦 47 （39.5）

有職者 71 （62.2）
無回答 1

最終学歴 高卒以下 16 （13.4）
大卒以上 103 （86.6）

家族形態 拡大家族 6 （5.0）
核家族 113 （95.0）

出生週数（週） 111 38.5 ± 2.1
出生体重（g） 119 2,997.5 ± 473.1
3，4 か月時の体重（g） 110 6,649.2 ± 853.5
インターネット利用機器＊ スマートフォン 117 （98.3）

パソコン 65 （54.6）
タブレット端末 23 （19.3）
テレビ 21 （17.6）
家庭用ゲーム機 14 （11.8）
携帯電話 3 （2.5）

インターネット利用目的＊ 天気予報 98 （82.4）
電子メール 91 （76.5）
SNS 86 （72.3）
ニュースサイト 74 （62.2）
地図・テレビ番組 69 （58.0）
無料通話アプリ 63 （52.9）
商品・サービス 62 （52.1）
動画投稿 38 （31.9）
オンラインゲーム 30 （25.2）
ラジオ 27 （22.7）
クイズ 19 （16.0）
辞書・辞典 19 （16.0）
ネットオークション 14 （11.8）
ホームページ 10 （8.4）
電子政府 9 （7.6）
e ラーニング 6 （5.0）

インターネットでの情報検索内容＊ 子育て情報 113 （95.0）
趣味や娯楽 100 （84.0）
健康や医療 92 （77.3）
家事 85 （71.4）
目的のない暇つぶし 64 （53.8）
仕事・研究 51 （42.9）

インターネット利用時の状況＊ 児の睡眠中 97 （81.5）
就寝前 79 （66.4）
授乳中 50 （42.0）
起床後すぐ 28 （23.5）
食事中 11 （9.2）
仕事中 9 （7.6）

インターネット平均利用時間＊ 平均利用時間/日（分） 112 149.9 ± 111.7
＊：複数回答

3．属性・インターネット利用状況とインターネット依存
度の関連（表 2，3）

属性・インターネット利用状況とインターネット依
存度の関連について，χ2検定，または，Mann-Whitney

の U検定を行った結果，「出産経験」「タブレット端
末」「電子政府」「ネットオークション」「商品・サー
ビス」「授乳中」「平均利用時間/日」（p＜0.05），「無
料通話アプリ」「目的のない暇つぶし」（p＜0.01）と
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表 2　属性・インターネット利用状況とインターネット依存度の関連

n 低得点群
（n＝68）

高得点群
（n＝51） p値

属性 母の年齢（歳）＊ 119 31.7±5.1 31.8±3.4 歳 0.863 n.s.
出産経験 初産婦 75 48（64.0） 27（36.0） 0.048

経産婦 44 20（45.5） 24（54.5）
分娩様式 経腟分娩 93 54（58.1） 39（41.9） 0.701 n.s.

帝王切開 26 14（53.8） 12（46.2）
就業形態 専業主婦 47 27（57.4） 20（42.6） 0.680 n.s.

仕事あり 71 40（32.8） 31（43.7）
無回答 1 1

最終学歴 高卒以下 16 12（75.0） 4（25.0） 0.121 n.s.
大卒以上 103 56（54.4） 47（45.6）

家族形態 拡大家族 6 3（50.0） 3（50.0） 0.717 n.s.
核家族 113 65（57.5） 48（42.5）

出生週数（週）＊ 111 38.5±1.9 38.6±2.3 週 0.407 n.s.
出生体重（g）＊ 119 2,951.0±437.0 3,059.4±515.1g 0.096 n.s.
3，4 か月時の体重（g）＊ 110 6,728.4±892.1 6,554.1±803.4g 0.297 n.s.

インターネット利用機器 スマートフォン あり 117 67（57.3） 50（42.7） 0.837 n.s.
なし 2 1（50.0） 1（50.0）

パソコン あり 65 35（53.8） 30（46.2） 0.425 n.s.
なし 54 33（61.1） 21（38.9）

タブレット端末 あり 23 8（34.8） 15（65.2） 0.016
なし 96 60（62.5） 36（37.5）

テレビ あり 21 11（52.4） 10（47.6） 0.627 n.s.
なし 98 57（58.2） 41（41.8）

家庭用ゲーム機 あり 14 5（35.7） 9（64.3） 0.085 n.s.
なし 105 63（60.0） 42（40.0）

携帯電話 あり 3 2（66.7） 1（33.3） 0.736 n.s.
なし 116 66（56.9） 50（43.1）

インターネット利用目的 天気予報 あり 98 53（54.1） 45（45.9） 0.145 n.s.
なし 21 15（71.4） 6（28.6）

電子メール あり 91 50（54.9） 41（45.1） 0.382 n.s.
なし 28 18（64.3） 10（35.7）

SNS あり 86 48（55.8） 38（44.2） 0.636 n.s.
なし 33 20（60.6） 13（39.4）

ニュースサイト あり 74 40（54.1） 34（45.9） 0.383 n.s.
なし 45 28（62.2） 17（37.8）

地図・テレビ番組 あり 69 35（50.7） 34（49.3） 0.097 n.s.
なし 50 33（66.0） 17（34.0）

無料通話アプリ あり 63 29（46.0） 34（54.0） 0.009
なし 56 39（69.6） 17（30.4）

商品・サービス あり 62 30（48.4） 32（51.6） 0.044
なし 57 38（66.7） 19（33.3）

動画投稿 あり 38 21（55.3） 17（44.7） 0.777 n.s.
なし 81 47（58.0） 34（42.0）

オンラインゲーム あり 30 15（50.0） 15（50.0） 0.361 n.s.
なし 89 53（59.6） 36（40.4）

ラジオ あり 27 13（48.1） 14（51.9） 0.283 n.s.
なし 92 55（59.8） 37（40.2）

クイズ あり 19 9（47.4） 10（52.6） 0.348 n.s.
なし 100 59（59.0） 41（41.0）

辞書・辞典 あり 19 11（57.9） 8（42.1） 0.942 n.s.
なし 100 57（57.0） 43（43.0）

ネットオークション あり 14 4（28.6） 10（71.4） 0.021
なし 105 64（61.0） 41（39.0）

ホームページ あり 10 4（40.0） 6（60.0） 0.252 n.s.
なし 109 64（58.7） 45（41.3）

電子政府 あり 9 2（22.2） 7（77.8） 0.028
なし 110 66（60.0） 44（40.0）

e ラーニング あり 6 2（33.3） 4（66.7） 0.227 n.s.
なし 113 66（58.4） 47（41.6）
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表 3　ロジスティック回帰分析による
属性・インターネット利用状況とインターネット依存度の関連（調整オッズ比）

変数 β Wald p値 オッズ比
95%信頼区間
下限 上限

出産経験 2.18 12.89 ＜0.001 8.85 2.69 29.11
無料通話アプリ 1.08 4.41 0.036 2.93 1.08 8.01
目的のない暇つぶし 1.73 11.19 0.001 5.65 2.05 15.57
平均利用時間/日 0.83 12.77 ＜0.001 2.28 1.45 3.59

Hosmer and Lemeshow 適合度検定　χ2（df＝6）＝4.69，p＝0.584

n 低得点群
（n＝68）

高得点群
（n＝51） p値

インターネットでの情報
検索内容

子育て情報 あり 113 64（56.6） 49（43.4） 0.629 n.s.
なし 6 4（66.7） 2（33.3）

趣味や娯楽 あり 100 57（57.0） 43（43.0） 0.942 n.s.
なし 19 11（57.9） 8（42.1）

健康や医療 あり 92 49（53.3） 43（46.7） 0.114 n.s.
なし 27 19（70.4） 8（29.6）

家事 あり 85 44（51.8） 41（48.2） 0.061 n.s.
なし 34 24（70.6） 10（29.4）

目的のない暇つぶし あり 64 27（42.2） 37（57.8） ＜0.001
なし 55 41（74.5） 14（25.5）

仕事・研究 あり 51 27（52.9） 24（47.1） 0.422 n.s.
なし 68 41（60.3） 27（39.7）

インターネット利用時の
状況

児の睡眠中 あり 97 52（53.6） 45（46.4） 0.102 n.s.
なし 22 16（72.7） 6（27.3）

就寝前 あり 79 43（54.4） 36（45.6） 0.401 n.s.
なし 40 25（62.5） 15（37.5）

授乳中 あり 50 23（46.0） 27（54.0） 0.037
なし 69 45（65.2） 24（34.8）

起床後すぐ あり 28 14（50.0） 14（50.0） 0.382 n.s.
なし 91 54（59.3） 37（40.7）

食事中 あり 11 6（54.5） 5（45.5） 0.855 n.s.
なし 108 62（57.4） 46（42.6）

仕事中 あり 9 3（33.3） 6（66.7） 0.133 n.s.
なし 110 65（59.1） 45（40.9）

インターネット利用時間 平均利用時間/日（分）＊ 112 118.6±66.4 192.8±143.6 0.004
χ2 検定（df＝1），＊：Mann-Whitney の U 検定
n.s.：有意差なし

表 2　属性・インターネット利用状況とインターネット依存度の関連（続き）

有意な関連がみられた。上記 9つの項目同士の
Spearmanの順位相関係数は－0.40～0.29であり，項
目間に多重共線性を有していないことを確認し，ス
テップワイズ法による二項ロジスティック回帰分析に
投入した結果，検定力は 0.72～0.99であった。インター
ネット依存度（高得点群，低得点群）と関連が見られ
た項目は，「出産経験」（調整オッズ比（OR）：8.85，
95％信頼区間（CI）：2.69-29.11），「無料通話アプリ」
（OR：2.93，CI：1.08-8.01），「目的のない暇つぶし」
（OR：5.65，CI：2.05-15.57），「平 均 利 用 時 間/日」
（OR：2.28，CI：1.45-3.59）であった。

4．インターネット依存度と愛着・母性意識の関連（表 4）

愛着尺度の合計点の平均（SD）は 94.2（±9.5）点
であり，Cronbachの α係数は 0.93と高い内的一貫性
を認めた。母性意識尺度におけるMP尺度では 3.2
（±0.6）点であり，MN尺度では 1.9（±0.5）点であっ
た。Cronbachの α係数はMP尺度 0.84，MN尺度 0.71
であり，内的一貫性が高かった。
インターネット依存度（高得点群，低得点群）と愛

着および母性意識の得点との関連では，愛着尺度・母
性意識尺度のMP尺度は有意差はみられなかったが，
母性意識尺度のMN尺度ではインターネット依存度
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表 4　インターネット依存度と愛着・母性意識の関連
愛着 母性意識　肯定（MP） 母性意識　否定（MN）

低得点群
（n＝68）

高得点群
（n＝51）

低得点群
（n＝67）

高得点群
（n＝50）

低得点群
（n＝67）

高得点群
（n＝50）

中央値 中央値 p値 中央値 中央値 p値 中央値 中央値 p値
（範囲） （範囲） （範囲） （範囲） （範囲） （範囲）

インターネット
依存度

98.2 96.5 0.486 n.s.
3.3 3.3 0.612 n.s.

1.8 2.0 0.021（61-104） （65-104） （8-24） （10-24） （6-17） （6-17）
Mann-Whitney の U 検定。 n.s.：有意差なし

の高得点群の方が低得点群よりも有意に得点が高かっ
た（p＜0.05）。

Ⅳ．考 察

1．研究対象者の背景とインターネット利用状況

研究対象者は主にスマートフォンから，さまざまな
目的でインターネットを利用していることがわかった。
インターネット利用状況は，総務省による令和 4年
通信利用動向調査１）では全世代中 88.6％がスマート
フォンを使用している。研究対象者と同世代である 30
代の使用率は 99.4％であり，研究対象者は 98.3%と
ほぼ同様に利用率が高いことがわかる。
インターネットの利用目的としては，総務省の調査
と比べて研究対象者は「SNS」の利用率が顕著に高かっ
た。家に閉じこもりがちで人との交流が激減しやすい
子育て中の母親にとって，SNSなどのコミュニケー
ションツールは気軽な交信手段であり，ストレス解消
法として利用する３）母親も多いと考えられる。
インターネットでの検索の内容は，「子育て情報」が
最も多かった。近年ではスマートフォンでの利用を主
軸とした子育てに関するアプリケーションが充実して
おり，育児に関する情報をインターネットから収集し
ているという母親が多く１７），研究対象者も同様である
と推測される。

2．インターネット依存度

インターネットによる問題が生じている利用者は本
研究では 10.1％であったが，研究対象者と同世代で
ある 30代の就労者１８）は約 4.9％であるため，研究対象
者の方が割合が高く，子育てにより依存が高まる可能
性があった。また，1歳児をもつ母親１９）と比較すると，
本研究の方がインターネットによる問題が生じている
利用者の割合が高いことが明らかになった。これは，3，
4か月児の母親は外出しにくく，直接他者とコミュニ

ケーションが取りづらい環境であり，他の年齢の母親
よりインターネットを育児相談相手として選んでいる
人が多い２０）と考えられる。加えて。行動範囲が広がり
目が離せない 1歳児に比べ，3，4か月児では睡眠時
間が長く寝返りをうたないと認識し，目を離してイン
ターネットを利用しても大丈夫だと考える母親が多い
と推察された。

3．属性・インターネット利用状況とインターネット依存
度の関連

インターネット依存度との有意な関連が見られた要
因は，「出産経験」,「無料通話アプリ」,「目的のない暇つ
ぶし」,「平均利用時間/日」の 4項目があげられ，現在
の子育て背景とのつながりが推察された。なお，本研
究のサンプル数 119人に対し，各項目に対しての検定
力が 0.72～0.99と十分でない項目があるが，本研究の
研究目的や二項ロジスティック回帰分析をするにあ
たって説明変数の数に対する最低限必要なイベント発
生サンプル数は満たしており，分析の根拠とした。
「出産経験」では，初産婦より経産婦の方が，イン
ターネット依存度が高かった。経産婦の方が依存度が
高かった理由としては，経産婦が過去の子育て経験か
ら子育てに余裕ができ，子育て以外の利用目的で初産
婦よりインターネットを利用している可能性が考えら
れるが，出産経験別に母親がどのような内容・用途で
インターネットを利用しているかを調査する必要があ
る。
「無料通話アプリ」は，利用する方が依存度が高かっ
た。外出しにくい育児中の母親にとって有用なアプリ
であるが，コミュニケーション志向はインターネット
の依存的な利用をもたらす２１）との指摘もあり，イン
ターネット依存の関連があった可能性がある。
「目的のない暇つぶし」は利用する方が依存度が高
かった。隙間時間にインターネットができ，時間をつ
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ぶしやすいというスマートフォンの普及により受け身
の利用になり，本人も気づかぬうちに深刻な依存に陥
りかねない２２）ため，注意が必要であると考える。
「インターネット平均利用時間」は，長いほど依存
度が高かった。近年では，日々の育児状況がインター
ネット上で一元管理される２３）など，育児関連でイン
ターネットを利用する機会が多い。そして，特に 3，4
か月児は，授乳時間や，外出の際の移動時などに両手
が空く抱っこ紐を使うことが多く，比較的母親の手が
空くため，スマートフォンなどの端末でインターネッ
トを利用しやすい環境である１１）と推察される。そのた
め，育児における現代の環境がインターネット平均利
用時間を長くし，インターネット依存度と関連してい
るのではないかと推察され，インターネットを利用す
る時間について見直しが必要であると考える。

4．インターネット依存度と愛着・母性意識の関連

本研究においては，インターネット依存度とMN
尺度には関連が見られた。インターネットは同じ立場
の母親が発信する膨大なケースの子育て状況を探すこ
とができる４，２３）が，インターネット上の他の母親と自
身を比べることで，MN尺度項目にある「育児への負
担感」,「孤独感」,「自信のなさ」などの否定的な感情を
強めることに繋がるのではないかと推察される。よっ
て，インターネットは孤独な子育てからの脱却やスト
レス解消に効果的なツールではあるが，没頭，依存し
すぎることで母性意識に影響を及ぼす可能性が考えら
れる。母性意識否定項目の得点が高いほど虐待のリス
クファクターである２４）との指摘もあるため，母親自身
がインターネットと適切な距離を保てるようサポート
が必要であると考えられる。

5．研究の限界と今後の課題

本研究は A政令指定都市で質問紙調査をしており，
A市の 3，4か月健診を受診する母親という母集団に
対するサンプル数は少ないことに加えて，検定力が
0.72～0.99と十分とは言えないこと，属性に偏りがあ
ることから一般化することには限界がある。回収率の
低さは，健診終了後に質問紙を配布したため，協力が
得られにくかった可能性がある。また，本来，第一種
の過誤を減らすために有意差の調整が必要であったが，
今回は有意水準の調整に限界があったため，結果を記
述するにとどめた。今後は，有意差調整を行い，より

信頼性の高い結果を得ることを課題とする。加えて，
研究対象者の拡大，インターネット依存に関するより
詳細な要因の検討と要因間の関係性の追求も課題とさ
れる。

Ⅴ．結 論

インターネット依存度には経産婦，無料通話アプリ
の利用，目的のない暇つぶしでの利用，平均利用時間
が長いこと，が示された。また，インターネット依存
度は高い群のほうが低い群よりも母性意識の否定的感
情に関連し，得点が高かった。そのため，インターネッ
トへ没頭することがないよう，適切な距離を保てるよ
うな支援の検討が求められる。
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〔Summary〕
This study aimed to determine the relationship between Internet use and attachment and the attitudes of

mothers of 3-4-month-old infants. A random self-administered questionnaire survey was conducted from May to
July 2019 among 247 mothers of infants who underwent a medical examination in city A. The participants’
demographics, Internet use, dependence (using the Internet addiction test), and attachment, and mothers’
awareness of the Internet were assessed. Valid responses from 119 (97.5%) of the 122 (49.4%) participants were
analyzed. After univariate analysis, logistic regression analysis was conducted with the collected attributes and
Internet use as independent variables and IAT as the dependent variable. The relationship between the IAT,
attachment scale, and maternal awareness scale was examined using the Mann-Whitney U test, and the results of
IAT scores showed that 107 participants (89.9%) were average users and 12 (10.1%) were users with problems.
Although a few participants had problems with Internet use, childbearing experience, free phone apps, passing
time, and average hours of use daily influenced their Internet addiction. There was an association between
negative feelings toward motherhood and Internet addiction (p<0.05). Internet addiction may be caused by the
modern environment, in which the Internet is closely related to child-rearing, and characteristics of the Internet.
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